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１．背景と目的

２．那覇市の

道路は市民生活を支える非常に重要な社会基盤であり、

てこそ、その機能が発揮されます。しかし

ある橋梁において、近年

那覇市が管理する道路橋（橋梁及び函渠）は平成

20 年の間に、

近い将来に維持管理コストが増大するものと考えられます。そこで

な生活を確保するため、限られた予算の中で効率的かつ効果的に橋梁の維持管理を行い、

健全な道路ネットワークを保全することを目的に「橋梁長寿命化修繕計画（案）」を策

定しました。                         

（１） 那覇市の気候

熱帯モンスーン地帯に属する沖縄の気候は、四季を通じて平均気温

湿度が 77%

後の蒸し暑く長い夏と気温

春から夏にか

ており、毎年数個の台風が来襲します。

特に、沖縄近海が台風の進路変更点になっているため、台風通過の際は

わたり強風におそわれることが多くなっています。

（２） 那覇市の地理的特徴

那覇市は、西方に東シナ海を擁し南北及び東の三方は他の市町村と隣接していま

す。地形は旧市内を中心とする中央部においてほぼ平坦をなし、これを取り巻くよ

うに周辺部には小高い丘陵地帯が展開しています。

また、市内を東から西に国場川と安里川が流れ、前者は那覇ふ頭、後者は泊ふ頭

を経て東シナ海に注いでいます。
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